





画 は じ め に 





PC-9801VM〆UV 版 「 妖 獣 戦 記 -A. D. 2048-」 は マ 
ウス 専用 ゲー ム で す 。 

ゲー ム 中 の 全て の 操作 を マウ ス で 行い ます 。 
PC-9801VMUV 版 「 妖 獣 戦記 -A. D. 2048-』」 は F 
音源 に 対応 し て いま す 。 


@ マ ウス の 操作 

グル ソック マウ ス の ボタ ン を 押す こと で す 。 

ダブ ルク リッ ク : マウ ス の ボタ ン を すばやく 2 度 押 すこ と で す 。 

ドラ ッ グ : マウ ス の ボタ ン を 押し た 状態 に し て カー ソル を 移動 さ 
せる こと で す 。 








画 ゲ ー ム の 構成 





TEMES -A. D. 2048-」 の 構成 に つい て 説明 し ます 。 


ゲー ム 形 式 は 、 バ トル シミ ュ レ ーション ゲー ム で す 。 

ゲー ム は 、 本 部 モー ド と 作戦 モー ド の 2 つの モー ド に 分 けら れ ま す 。 
本 部 モー ド は 、 ゲ ー ム の メイ ン と な る 作戦 モー ド の 補助 的 コマ ンド か ら 
な り ま す 。 

作戦 モー ド は 、 妖獣 と の 戦闘 を 行う ゲー ム の メイ ン と な る モー ド で す 。 
シミ ュ レ ーション ゲー ム 特 有 の 類 わ し さや 難し さ を 極 力 排除 し 、 操 作 性 、 
快適 性 等 の ゲー ム 性 を 重視 し た も の で す 。 


@ 本 部 モー ド 

本 部 モー ド は 、 デ ー タ (情報 の 検索 ) コマ ンド 、 休 暇 (休暇 を と る ) A 
マン ド 、 戦 闘 準備 コマ ンド 、 そ の 他 セ ー ブ プ 、 ロ ー ド 、 環 境 設定 の 機能 コ 
マン ド と で 構成 され ます 。 

デー タコ マン ド で は 隊員 の 個人 デー タ 等 を 見 る こと が で きま す 。 

本 部 モー ド で は 隊員 間 の 会 話 が あっ た り 、 皿 急 出動 の 様子 な ど が 表現 さ 
れ ま す 。 


ゲー ム 終 了 コ マン ド は DOS プ ロン プ ト に 戻る コマ ンド で す 。 


@ 休暇 コマ ンド に つい て 
隊員 と 一 緒 に 休暇 を 取り 日 頃 の 緊張 感 を 解 し て や る こと も 、 戦闘 隊長 と 
し て の プレ ー ヤ ー の 仕事 で す 。 


@ 作 戦 モ ー ド 
本 部 モー ド で 戦 聞 準 備 コ マン ド を 選択 する こと に より 、 作 戦 モ ー ド に 移 
り ま す 。 


作戦 モー ド は 操作 性 と 快適 性 等 の ゲー ム 性 を 重視 し た バト ル シ ミ ュ レ ー 
ショ ン で す 。 

個性 豊か な 部 下 の 隊 員 を 操作 し て 、 妖 獣 と 戦い ます 。 

作戦 モー ド 中 に も 個性 的 な 隊員 達 の 台詞 が 数 多く で て きま す 。 

作戦 モー ド で は 妖獣 に 捕まっ て 襲わ れ て いる 女の子 を 助け 出し ます 。 
妖獣 が 全 減 す る か 、 戦 闘 に 参加 し て いる 隊員 全員 が 戦 閲 区 域 を 離 膨 す る 
まで 作戦 モー ド は 続き ます 。 








田 ウ ィ ン ド ウ 基 本 オペ レー ショ ン 





パト ル シ ミ ュ レ ーション ゲー ム 「 妖 獣 戦 記 -A. D. 2048-J で 
は 操作 性 向上 の た め に ウィ ンド ウシ ステ ム を 使用 し て いま す 。 
その 主 な 操作 方 法 を 説明 し ます 。 


タイ トル バー・・ 


スク ロー ル バ パー・ 


サイ ズ ボ タ ン ・・ 


ウィ ンド ウ 
クロ ー ズ ・ 


・ ウ ィ ン ド ウ 上 部 に 表示 され る タイ トル 。 


タイ トル バー を ドラ ッ グ する こと に より ウィ ンド ウ 
表示 位置 を 自由 に 変え る こと が で きま す 。 


・ ウ ィ ン ド ウ 下 部 と 右側 に 表示 され る 薄紫 色 の パー。 


スク ロー ル バ ー の 中 の ボッ クス 、 あ る い は パー の 端 

に つい て いる 矢印 を ドラ ッ グ 、 ま た は パー その も の 

を クリ ッ ク す る こと に より ウィ ンド ウ 内 に 表示 され 

る 情報 を 変え る こと が で きま す 。 

E) パー の 色 が 白い 場合 は 、 ウ ィ ン ド ウ を スク ロー 
ル さ せる こと が で きま せん 。 


. ウィンドウ 右 下端 に 表示 され る 四角 形 が 2 つ 電 な っ 


た ボタ ws 
サイ ズ ボ タ ン を ドラ ッ グ する こと に より ウィ ンド ウ 
の サイ ズ を 変え る こと が で きま す 。 


・ サ イズ ボタ ン 以 外 の ボタ ン の な い ウ ィ ン ド ウ は 、 ウ 


ィ ン ド ウ 内 を クリ ッ ク 、 ま た は ダ プ ルク リッ ク す る 
こと に より ウィ ンド ウ を 閉じ る が で きま す 。 


※ 選 択 で き な い コマ ンド 等 は 潤 祭 色 で 表示 され ます 。 


隊員 の 選択 ・・・ 


・ 隊 員 の 選択 は 、 隊 員 の 名 前 を クリ ッ ク す る こと に よ 


り 、 隊 員 を 選ぶ こと が で きま す 。 隊員 の 名 前 の 左側 
に ある ボッ クス に 置か ぶ が 表示 され た 状態 が 隊員 が 
選択 され た 状態 で す 。 





画 本 部 モー ド の 説明 
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戦闘 準備 





本 部 モー ド で の コマ ンド 操作 方 法 を 説明 し ます 。 
情報 の 検索 ・・・ 隊 員 の 個人 デー タ 、 妖 獣 に つい て 、ASSP 服 聞 規 定 
ソフ ィ ア ポリ ス の 歴史 に つい て 、 以 上 の デー タ を 見 る 
こと が で きま す 。 
この コマ ンド を 選択 後 、 見 た い デ ー タ を 選択 し ます 。 
隊員 の 個人 デー タ を 見 る と き は 、 隊 員 デ ー タ を 選択 後 
デー タ を 見 た い 隊 員 を 選択 し ます 。 
E) 隊員 デー タ で 他 の 隊員 デー タ を 見 た い 場 合 は 、 隊 
員 デ ー タ の メッ セー ジウ ィ ン ド ウ 内 を クリ ッ ク す 
る と 隊員 選択 の ウツ ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
E) 情報 の ウィ ンド ウ を 閉じ る 場合 は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 
を クリ ッ ク し ます 。 





休暇 を と る ・・・ こ の コマ ンド を 選択 する と A. S. S. P. 作戦 室 か 
ら ラ ウン ジ へ 画面 が 移り ます 。 そこで 会 いた い 隊 上 員 を 
選択 し ます 。 


環境 設定 ・・・・ メ ッ セ ー ジ ウィ ンド ウ の ウェ イト の 設定 、 マ ウス スピ 


ー ド の 設定 、BGM、 効 果 音 の オン 、 オ フ の 設定 を し 
ます 。 


ゲー ム の 終了 ・・ ゲ ー ム を 終了 させ て 、DOS プ ロン プ ト に 戻り ます 。 











戦闘 準備 ・・・・ 本 部 コマ ンド を 終了 させ て 、 人 作戦 モー ド に 移り ます 。 


en a 8 SS 今 ま で や っ た と ころ まで を フロ ッ ピ ー に 保存 記録 し ま 


do 
ロー ド ・・・・・ フロ ッ ピ ー に 保存 記録 され た デー タ を 読み 込み ゲー ム 


を 続け て で きま す 。 


※ 作 戦 モ ー ド の 各 マ ッ プ 終了 ご と に 本 部 コマ ンド を 使用 し ます 。 
情報 、 休 暇 コ マン ド は 使用 で きま せん 。 





画 作 戦 モ ー ド の 説明 
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作戦 モー ド の 画面 構成 を 説明 し ます 。 


戦 聞 区 域 表 示 ウ ィ ン ド ウ ・・・・ 画 面 左 3 4 に 表示 され て いる ウィ ン 
ドウ で す 。 
戦闘 区 域 の 一 部 を 表示 し て いま す 。 


ステ ー タ ス 表 示 ウ ィ ン ド ウ ・・・ 画 面 右 1 プ 4 に 2 つ 表 示さ れ て いる ウ 
ィ ン ド ウ で す 。 
隊員 、 妖 獣 の ステ ー タ ス を 表示 し て 
いま す 。 
攻撃 側が 上 、 防 御 側 が 下 に 表示 され ま 
To 


戦闘 区 域名 表示 ウィ ンド ウ ・・・ 画 面 右 上 に 表示 され て いる ウィ ンド ウ 
TF. 戦闘 区 域 の 名 称 を 表示 し て いま 
す 。 


作戦 モー ドコ マン ドラ イン ・・・ 画 面 右 下 に 表示 され て いる コマ ンド ラ 
イン で す 。 
作戦 モー ド に 使用 する コマ ンド が 表示 
され て いま す 。 








本 部 モー ド で 戦闘 準備 コマ ンド を 選択 し ます 。 

出撃 前 の 隊員 間 の 会 話 が 終っ た 後 作戦 に 連れ て 行き た い 隊 員 の 名 前 を ク 
リッ ク し ます 。 

一 度 選 択 し た 隊員 を キャ ン セ ル す る と き は も う 1 度 クリ ッ ク す る と 、 隊 
員 を 選択 し て いな い 状 態 に 戻り ます 。 

連れ て いく 隊員 が 全て 決っ た ら 実 行 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

(隊員 は 1 人 以上 6 人 まで 連れ て 行く こと が で きま す 。) 


作戦 モー ド が 始ま り ま す 。 
※ 作 戦 モ ー ド で も マッ プ 終 了 ご と に 隊員 の 選択 が あり ます 。 
耐久 力 が 0 に な っ た 隊員 は 選択 で きま せん 。 





画 作 戦 モ ー ド で の 隊員 の 操作 万 法 
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動か し た い 隊 員 の キャ ラク ター に カー ソル を 重ね て クリ ッ ク し ます 。 

隊員 が 動け る 範囲 が 表示 され ます 。 

隊員 を 動か し た いと ころ に カー ソル を 移動 させ 、 ク リッ ク し ます 。 

隊員 が 動き ます 。 

E) カー ソル が 戦闘 区 域 表 示 ウ ィ ン ド ウ 内 に ある 場合 に は 、 右 クリ ッ ク 
を する と 未 行動 の 隊員 の 上 に カー ソル が 重なり ます 。 


動け る 範囲 が 画面 の 外 に まで ある 場合 、 動 ける 範囲 が 表示 され た 状態 で 
スク ロー ル バ パー を クリ ッ ク し て 表示 画面 を 変え て 、 隊 員 を 移動 させ ます 。 





隊員 を 動か し た 後に 攻撃 範囲 に 妖獣 が いる 場合 、 攻 撃 可能 な 妖獣 が 表示 
され ます 。 

攻撃 し た い 敵 に カー ソル を 宣 ね て クリ ッ ク す る と 了 妥 準 が 重なり ます 。 
照準 が 重なっ た 妖獣 に カー ソル を 重ね て クリ ッ ク す る と 妖 均 を 攻撃 し ま 
す 。 


全て の 隊員 が 行動 し た 後 で 、 妖 獣 側 の 行動 に 移り ます 。 





画 ス テー タス の 見 方 





バト ル シ ミ ュ レ ーション ゲー ム 「 妖 獣 戦記 一 A. D. 2048-」 で 
は 隊員 、 妖 獣 供 に 戦闘 時 の それ ぞ れ の 個性 を 強調 する た め に いく つか の 
ステ ー タ ス が 設定 され て いま す 。 ス テー タス の 表示 内 容 と その 見 方 を 説 
明 し ます 。 


し ・・・ 戦 闘 レ ベル で す 。 総合 的 な 戦闘 力 を 表し ます 。 
数 字 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど その 隊員 、 妖 獣 は 戦闘 能力 が 優れ 
て いま す 。 


HW: + + WATT. 攻撃 を 受け る 度 に 減少 し て いき ます 。 
面 久 力 が な く な っ た 隊員 は 戦闘 か ら 離 脱し て し まい ます 。 
耐久 力 の な く な っ た 妖獣 は 死ん で し まい ます 。 


※ 以 下 の ス テー タス は AF で 表示 され ます 。 A か ら 順 に その ステ ー タ 
ス が 優れ て いる こと を 表し ます 。 


回 ・・・ 回 避 力 で す 。 攻撃 を 避け る うま さ を 表 し ます 。 


移 ・・・ 移 動力 で す 。 1 度 に 動け る 範囲 を 表し ます 。 


命 ・・・ 命 中 率 で す 。 攻撃 の 当て や すさ を 表し ます 。 
攻 ・・・ 攻 撃 力 で す 。 1 度 に 与え る ダメ ー ジ の 大 き さ を 表し ます 。 


Br. - KRBACT. 攻撃 で きる 範囲 を 表し ます 。 
この ステ ー タ ス が A、B の 隊員 は 隣接 し て いる (FIDE, HH 
FRAG) 毅 を 攻撃 する こと が で きま せん 。 
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画 作 戦 モ ー ド 時 の コマ ンド 
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作戦 モー ド 時 、 画 面 右 下 に 表示 され て いる コマ ンド に つい て 説明 し ます 。 
ボタ ン を クリ ッ ク す る こと に よっ て コマ ンド を 実行 で きま す 。 


地図 ・・・ レ ー ダ ー を 表示 し ます 。 レ ー ダ ー で 戦闘 区 域 の 縮小 地図 を 見 
る こと が で きま す 。A. S. S. P. 隊員 は 青 、 妖 獣 は 赤 で 
表示 され ます 。 


レー ダー ウィ ンド ウ 内 の 一 点 を ダブ ルク リッ ク す る と 表示 画 
面 が そこ に 移り ます 。 
注 ) レー ダー ウィ ンド ウ を 閉じ る 場合 も レー ダー ウィ ンド ウ 


内 の 一 点 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
終了 ・・・A. S. S. P. 側 の ター ン を 終了 させ ます 。 
環境 ・・・ 本 部 モー ド の 環境 設定 コマ ンド と 同じ で す 。 
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画 ソ フィ アポ リス に つい て 





@ 起源 
ソフ ィ ア ポ ボリス の 起源 は 西暦 2 0 1 1 年 に まで さか の ば ぼる 。 

[The Third』 か ら 3 年 余り 、 大 地 に は いま だ 核 の 爪痕 が 生々 
し くく 残り 、 人 類 が その 歴史 を 彼ら の 祖先 誕生 の 頃 に 戻し て いた 頃 、 枯 れ 
た 大 地 を 放浪 し て いた ある 集団 は 何 も な い 荒 野 に 廃 壊 を 見 つけ た 。 

この 集団 は ガイ ガー カウ ンタ ー に ほとん ど 反 応 が な い 廃 壊 に 自ら の 運命 
を 抱 す こと を 決意 し た 。 

これ が この 街 の 始め の 一 PUÑO CORRE を つと め て 
いた の が この 街 の 創始 者 と 言わ れる トロ イ ・ グ ラン ト で ある 。 

この 旅団 を トロ イ ・ グ ラン ト と 共に 統括 し て いた 6 人 が 後 の ソ フィ アポ 
リス の 創世 期 の 実力 者 で ある 。 

この 7 人 に よっ て ソフ ィ ア ポリ ス は 統治 され 、 こ の と き の 話 し 合い を 
「 自 由 平和 評議 会 』 と 呼び 、 以 来 この 街 を 治め る 人 達 の 会 議 を そう 呼ぶ 
よう に な っ 大 。 

ちな み に 、 A I 27 CUCM ROM OM MIE SENT 
ころ で その 会 議 は 行わ れ て いた 。 

ソフ ィ ア ポ ボリ ス の 政治 機構 は 前 述 し た 「 自 由 平 和 評 議会 』 が 最高 権力 機 
関 と し て 君臨 し 、 そ の 下 に 行政 院 ・ 立 法院 ・ 司 法院 が 存在 する 。 

軍隊 、 警 察 は 「 自 由 平和 評議 会 」 の 直 連 する と ころ で あり 、 そ の 最高 責 
任 者 の 椅子 に は 当然 「 自 由 平和 評議 会 】 の メン バー が 座っ て いた 。 
現在 の 「 自 由 平和 評議 会 】 の メン バー は 6 人 。 あらゆる 職種 の 人 間 だ が 
彼ら に 共通 し て 言え る こと は 恐る べき 経済 力 と 強大 な 権力 を 持っ て いる 
点 で ある 。 

彼ら より 上 に 立つ 人 間 は 存在 せ ず 彼ら より 下 に いる 人 間 で 反抗 する も の 
は いな か っ た 。 

いわ ば 、 彼 ら は 人 間 界 の 王 の 中 の 王 だ っ た の で ある 。 

だ が 、 ひ と 昔 前 な ら ば 人 間 界 の 王 の 中 の 王 は この 世 の 支 配 者 だ っ た ろう 
が 今 は 違っ た 。 

人 間 に 代 わっ て 妖獣 こそ が その 地位 を 占め 、 か つて 人 間 が 自然 界 を 荒 ら 
し た の と 同じ よう に 人 間 界 を 荒らし て いた の で ある 。 





@ 人 口 

ソフ ィ ア ポリ ス の 人 口 は 現在 登録 され て いる だ け で 約 5 0 万 人 。 未 登録 
の 人 口 は 5 万 人 強 と 推定 され る 。 

市 民 と し て 登録 され て いな い 者 は 当然 の こと な が ら 市 民権 が な く 、 医 療 、 
教育 、 就 険 等 で 冷遇 され る こと に な る 。 

未 登録 で も ある こと が わか れ ば 当然 、 強 制 的 に 前 に 住ん で いた 街 に 返さ れ 
る こと に な る 。 (実際 に 強制 送還 され る 人 は 少な い ) 

最近 、 他 の 街 か ら の 移民 問題 が 深刻 化し て いる 。 | 
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@ 政 治 

現在 の ソフ ィ ア ポリ ス の 政治 形態 は 6 人 の 街 の 有力 者 が 支配 する 三 頭 政 
治 な ら ぬ 六 頭 政治 で ある 。 

ポリ ス の 最高 政治 機関 は この 6 人 に よっ て 開か れる 「 自 由 平 和 評 議会 』。 
ポリ ス の 最高 政治 決定 機関 で あり 、 政 治 一 般 に 関す る 決定 権 を 有 し て い 
る の も この 議会 だ け で ある 。 

一 応 、 形 だ け (「 自 由 平 和 評 議会 』 か ら 業 務 座 任 さ れ て いる 形 ) で は あ 
る が 行政 院 、 立 法院 、 司 法院 は 存在 する 。 


OA 


ソフ ィ ア ボリス の 経済 は 自由 平和 評議 会 】 の メン バー で ある 6 人 の 経 
営 す る 企業 が その ほとん ど を 占め て いる 。 

その すべ て が 違う 業種 の 企業 を 経営 し て お り 、 そ の すべ て が 市 場 の ほ と 
ん ど を 独占 し て いる 状態 で 、 当 然 な が ら 企 業 問 の 競争 は 全く と 言っ て い 
い ほ ど な い 状態 で ある 。 


@ 教育 

ソフ ィ ア ポリ ス の 教育 制度 は 5 年 制 小学 校 、3 年 制 中 学校 、4 年 制 高等 
学校 、 自 由 年 制 大 学 に 分 類 さ れる 。 

小学 校 か ら 高 校 ま で は 義務 教育 で あり 、 大 学 に つい て は 自由 選択 で ある 。 
大 学 で の 修学 年 数 は 規定 され て は いな い 、 本 人 が 学び た い だ け 学ぶ こと 
が で きる よう に な っ て いる 。 

た だ し 、 大 学 は 学費 が と て つも な く < く 高 いこ と か ら ほ と ん どの 学生 は 高校 
卒業 と 同時 に 就職 し て し まう 。 
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@ 交 通 機関 

ソフ ィ ア ポリ ス の 地下 に は 「The Third]』 後 の 世界 で 人 々 が 生 
き て いく た め に 造っ た 核 シ ェ ル ター が 縦横 無尽 に 走っ て いた 。 

ポリ ス で は これ を 利用 し て ムー ビン グロ ー ド と ミニ サ プ ウ ェ イ を 運用 し 
て いる 。 

た だ し 、 ど ちら も 命 の 保証 が で き な い ほど 危険 で ある と いう 。 

地上 で は 車 が その 主役 を 担っ て いた が 慢性 的 な 燃料 不足 に 悩ま され 、 ガ 
ソリ ン の 価格 が 急騰 し 、 年 々 その 台数 が 減っ て き て いる 。 

絶対 的 な 燃料 不足 の た め 道 路 は ほとん ど 混 雑 し て いな い 。 


@ 移民 問題 

裕福 で 富める 待 ソ フィ アポ リス 。 外 か ら 見 れ ば ソフ ィ ア ポリ ス は 黄金 郷 
と 映る 。 

仕事 も な い 和 貧し い 村 、 常 に 妖獣 の 危険 に 蝶 さ れ 生 きる こと さえ 危う い 町 、 
そん な 所 か ら 黄 人 金 都 ソフ ィ ア ポリ ス の 噂 を 耳 に し 旅立つ 人 が 後 を 断 た な 
い 。 | 

この 時 代 、 街 の 外 は 余り に も 危険 すぎ た 。 人類 の 領土 は 待 や 村 の 点 と そ 
れ ら を 結ぶ 道 の 線 で し か な くそ れ 以 外 は 全て 妖獣 の 領土 と 化し て いた 。 
空 の 道 は 安全 で あっ た が それ は 途方 も な い 出 費 を 強い られ る こと に な る 
し 、 そ れ だ け の 経済 的 余裕 の ある 人 は ソフ ィ ア ポリ ス に 来る 必要 な ど な 
か っ た 。 
ほとん どの 人 は 皆 で な けなし の 金 を だ し あっ て 中 古 の 装甲 バス や バギー 
を 買っ て 、 定 員 オ ー バ ー の 状態 で ポリ ス を 目指 し た 。 そ の ほとん ど は 志 
半ば で 命 を 落し て いっ た 。 

運 よ く ポ リス に た どり 着い た と し て も そこ に は 厳し い 現 実 が 待ち 受け て 
いた 。 

ポリ ス に も 同様 に 仕事 が な か っ た 。 

財産 を 使い 、 命 を 削っ て ポ ボリス まで 来 た 人 々 は 目的 も な くさ ま よ い ホ ー 
ムレ ス と な る し か な か っ た 。 - 

その た まり 場 は スラ ム と 化し て いっ た 。 必然 的 に 犯罪 率 も 上 が り 、 そ こ 
に 住ん で いた 住人 は 人 逃げ る よう に 他 の 場所 に 移っ て 行き 、 人 権 保護 ( こ 
の 時 代 に は ほとん ど 価 値 を 失っ た 言葉 ) の 立場 か ら ポ リス は ホー ムレ ス 
に 食 を 与え 〈 強 制 送還 は 慕 大 な 費用 が か か る ) 

、「 自 由 平 和 評 議会 」 は 治安 強化 の た め に 和 警 穴 の 人 員 増 強 を 行い 、 ソ フ 
ィ ア ポリ ス は 治安 悪化 、 住 宅 問 題 、 財 政 負 担 と いう 問題 を 抱え つつ あっ 
だ 。 
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eBlain Baster 


通称 B. B. と 言わ れる 強力 な 供 淫 剤 。 催淫 剤 と いう より は むし ろ 麻 楽 
に 近い も の が あり 、 極端 な 思考 能力 の 低下 、 知 覚 神経 の 鋭敏 化 、 幻 覚 症 
状 な どの 症状 が あげ られ る 。 

た だ し 、 麻 薬 と 違う 点 は 体 の 中 に 堆積 し な い 。 即効 性 で は ある が 効用 時 
間 が 極め て 短い こと な ど が あげ られ る 。 

比較 的 手 に 入れ や すい この 薬 自 体 は それ ほど 怖い も の で は な い が 、 て (一 
説 に は タバ パコ より も 安全 な の で は な いか と 言わ れ て いる ) し か し 、 こ の 
楽 の 怖い と ころ は 到 年 層 の 麻薬 へ の 誘因 剤 と な っ て いる こと で ある 。 


@ 民主 化 問題 

現在 、 六 頭 政 治 を 行っ て いる ソフ ィ ア ポリ ス は 言う まで も な く 、 主 権 は 
6 人 の 「 自 由 平 和 評 議会 】 の メン バー に ある 。 

今 、 こ の 事実 に 猛烈 に 反発 する 声 、 民 主 化 の 声 が 高校 生 を 中 心 と する 若 
者 の 間 に 広 まっ て いる 。 絶対 数 は 微々 た る も の な の で 、 そ の 影響 は まだ 
まだ 表 に 出る ほど で は な い が 徐 々 に その 思想 は 広まり つつ ある 。 


る 妖獣 問題 

も っ と も 深刻 で も っ と も 重要 な 問題 。 ポ リス の 存亡 と いう より 、 人 類 の 
存亡 に か か わる 問題 で ある 。 ソ フィ アポ リス は 最も 早く に この 問題 に 取 
り 掛か っ た と 言っ て も いい だ ろう 。 バ イオ ソル ジャ ー の 導入 、 対 妖獣 特 
殊 警 察 の 設置 、 そ し て 、 噂 され る 対 妖 獣 特殊 部 隊 の 創設 、 妖 獣 処 理 の た 
め の さ ま ざ ま な 対処 法 が 編み 出さ れ て き て いる 。 

特に 対 妖 獣 特殊 警察 の 活躍 は 目 ざ ま し く 消 耗 戦 に な り が ちな 妖獣 と の 戦 
い に あ っ て 予想 以上 の 戦果 を 上 げ て いる 。 
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田 対 妖獣 特殊 警察 に つい て 





対 妖 獣 特殊 警察 

(Anti-Strangebeast Special Police) 
通称 A. S. S. P. (アス プ ) は 、 妖 獣 処 理 を 専門 に 行う 警察 で ある 。 
妖獣 の 想像 を 絶する 戦闘 力 、 耐 久 力 、 繁 殖 力 に 対抗 する た め に 特別 に 組 
織 さ れ た 半 独 立 組織 で ある 。 

妖獣 処理 に 関す る こと 一 切 の 権限 は 最終 的 に は 全て ここ に 委ね られ る 。 

対 妖 戦 特 殊 警 察 の 構成 は 、 対 妖獣 特殊 警察 の 全て を 統括 、 指 揮 す る LE 
ADER、 実 際 に 妖獣 と 戦う 実戦 部 隊 の HUNTERKR、 実 戦 部 隊 の 装備 
や 捜査 、 情 報 の 支援 を する SUPPORTER、 に 分 けら れる 。 

実戦 部 隊 で ある HUNTER は その 任務 の 過酷 さか ら 原 則 的 に バイ オ ソ 
ル ジ ャ ー の み が そ の 任 に つく こと に な っ て いる 。 

それ を 支援 する LEADER、SUPPORTER は バイ オ ソ ル ジ ャ ー 
で は な い が 、 全 員 が その 道 の エ キス パー ト で ある 。 


対 妖獣 特殊 警察 の 所 在 地 
トロ イス クウ ェ ア 1-2「A. S. S. P. ED] 
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画 対 妖獣 特殊 警察 HUNTER 勤 務 規 程 





対 妖獣 特殊 警察 HUNTER 勤 務 規 程 は 以下 の と お り と する 。 


1 


HUNTEKR は 妖獣 処理 以外 の 日 的 で 携行 を 許可 され た 武器 を 使 
用 し て は な ら な い 。 


. HUNTER は 妖獣 処理 以外 の 目的 で 許可 な く 家 屋 、 住 居 に 侵入 


し て は な ら な い 。 


・ HUNTERKR は 妖獣 処理 以外 の 目的 で むやみ に 器物 を 破損 し て は 


な ら な い 。 


HUNTER は 妖獣 処理 の 目的 で 車両 等 を 利用 する 場合 、 全 て の 


交通 機関 の 中 で 最 優先 され る も の と する 。 


: HUNTER は 妖獣 を 発見 し た 場合 、 武 器 使用 の 許可 を 得る こと 


な く 武 器 を 使用 し 妖獣 を 処理 する こと が 許さ れる 。 
HUNTER は 妖獣 化 過 程 に ある 人 間 、 あ る い は 妖獣 化し た 人 間 
を 事前 の 許可 を 得る こと な く 処 理 す る こと が 許さ れる 。 


. HUNTER は LEADER の 指示 に は 絶対 服従 で 特に 現場 で の 


心 誠 度 は 昇格 時 、 人 査定 対象 と な る 。 


. HUNTERKR は 妖獣 処理 の 目的 の た め に 誤っ て 人 間 を 死傷 させ た 


場合 、 無 期限 の 研修 、 訓 練 を 受け る も の と する 。 


・ HUNTERKR は 妖獣 駆除 の 行為 を 妨げ よう と し た 者 ある い は 妨げ 


た 者 を あら ゆる 手段 で 排除 する こと が 許さ れる 。 


・ HUNTER は 本 規程 の 項目 を 厳守 し な けれ ば な ら な い 。 
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画 対 妖獣 特殊 閉 察 HUNTER 武 器 等 使用 お よび 取扱 い 規範 





対 妖 獣 特殊 警察 HUNTER 武 器 等 使用 お よび 取扱 い 規範 は 以下 の と お 
り と する 。 


1. HUNTER は LEADER に 許可 され た 武器 等 の み 常 時 携帯 で 
きる 。 

2. HUNTER は LEADER に 許可 され た 武器 等 の み 使用 する こ 
と が で きる 。 

3. HUNTER は 以上 の 項目 を 厳守 し な けれ ば な ら な い 。 





画 対 妖獣 特殊 着 察 HUNTEH 車 両 規程 


対 妖 獣 特殊 警察 HUNTER 車 両 規程 は 以下 の ひと お り と する 。 


1. HUNTER は 以下 の 車両 を 常時 使用 する こと が で きる 。 
H. D. SX-1300 (バイ ク : ポリ ス 内 用 ) 
KS K. S. 1 (バギー : ポリ ス 外 用 ) 
B MG GVC-9 (装甲 车 : 司令 車 ) 
BUG TUF (トレ ー ラ ー : 遠征 、 長 期 作 戦 行動 用 ) 





to 


. HUNTER は 緊急 時 に 於 て 上 記 車 両 を 使用 する 場合 、 燃 料 等 の 
不足 を きた し た 場合 は 、 合 理 的 処置 が 許さ れる も の と する 。 
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一対 妖獣 特殊 善 察 組織 表 








司令 長官 一 一 一 長官 官房 
| 
次 長 
事務 局 保安 局 通信 局 警護 局 
ABR 厚生 課 監察 課 鑑識 課 保安 課 通信 課 ZIEHE 

| 

sia 

机 动 搜查 班 

第 1 機動 捜査 隊 


第 1 机 动 搜查 班 班长 アル ファ 


第 1 機動 捜査 班 隊員 マリ エ 

第 1 機動 援 査 班 隊員 : 

第 1 机 动 搜查 班 队员 天城 AF 
第 1 機動 捜査 班 隊員 42 

第 1 機動 捜査 班 隊員 ハル カ 

第 1 機動 捜査 班 隊員 アユ ミ 


司令 長官 Em Br 


第 1 機動 捜査 隊 隊 長 _ 


E) 現在 、 機 動 捜査 隊 は 第 1 機動 捜査 隊 の み 組 織 さ れ て いる 。 
現在 、 第 1 機動 捜査 隊 は 第 1 機動 捜査 班 の み で 構成 され て いる 。 
現在 、 次 長 、 保 安 局 長 、 保 安 課 長 は 空席 。 司令 長官 が これ を 兼務 す 
Do 
現在 、 警 護 局 は 組織 され て いな い 。 保安 局 保安 課 が これ を 兼務 する 。 
し か し 、 あ くま で も 保安 課 の 職務 が 優先 され る 。 警護 局 の 職務 は 保 
安 課 の 職務 が 空い て いる 場合 に 限ら れる 。 
現在 、 数 多く の 職務 に 空席 が ある の は A. S. S. P. が まだ 小さ 
い 組 織 の た め 不 必要 で ある か ら で あ る 。 


機動 捜査 員 は HUNTER と 呼ば れる 。 

司令 長官 、 機 動 捜査 隊 隊 長 は し EADER と 呼ば れる 。 

機動 捜査 躍 、 司 令 長官 、 機 動 捜査 隊 隊 長 以外 の 対 妖 獣 特殊 警察 職員 
は SUPPORTER と 呼ば れる 。 

司令 長官 は 通常 、 司 令 あ る い は 長官 と 呼ば れる 。 

機動 捜査 隊 隊 長 は 通常 、 戦 闘 隊長 と 呼ば れる 。 

機動 捜査 員 は 通常 、 隊 員 と 呼ば れる 。 
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画 栓 


oi 
Dt 


検証 調書 


西暦 2048 年 1 1 月 2 2 日 


被害 者 不詳 に 対す る 妖獣 事件 に つき 、 本 職 は 、 西 歴 2 048 年 1 1 月 2 
8 日 司法 院 の 発し た 検証 許可 状 を ビ パ リー ヒル アヴェ ニュ ー3-5-]1 
9 ノー スウ ェ ス ト エ リア 大 野 細 道 に 示し て 、 次 の と お り 検 証 を し た 。 


検証 の 場所 
又 は 物 


検証 の 立会 人 


対 妖 獣 特殊 警察 
RARE 1 機動 捜査 隊 第 1 機動 捜査 班 班長 
アル ファ 


西暦 2048 年 11 月 21 日 15 時 12 分 か ら 
19 時 3 4 分 まで 


ビ パ リー ヒル アヴェ ニュ ー8-5 一 19 ノー スウ ェ 
スト エリ ア 
大 野 細道 方 居宅 及び その 付近 一 帯 。 


事件 の 場所 、 時 間 及 び 手 段 方 法 等 を 明らか に し 証拠 を 
保全 する た め 。 


ビバ リー ヒル ア ヴェ ニュ ー3- 5 一 19 ノー スウ ェ 
スト エリ ア 
第 1 発見 者 大 野 細道 
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一 現 場 保存 要領 





@ 立 入 禁止 区 域 警 戒 責任 者 と その 責務 

1 現場 に 先着 し た 機動 捜査 員 は 、 立 入 禁 止 区 域 警 戒 貴 任 者 (以下 
「 警 戒 下 任 者 ] という) と な っ て 、 制 服 警 察 官 を 指揮 し 、 適 正 な 立 
入 禁 止 区 域 の 設定 と その 確保 に あたる 。 

2 警戒 次 任 者 は 、 所 定 の 腕章 を 着用 し て 、 所 在 と 責任 を 明らか に す 
Do 

3 前 項 の 他 、 特 に 報道 関係 者 に 対し て は 待機 線 を 設け る な ど し て 接 
有 遇 の 適性 を は か り 、 警 戒 責 任 者 が 現場 指揮 者 の 指揮 を うけ 自ら そ 
の 任務 に あたる 。 


@ 負 傷 者 の 救護 に 伴う 保存 妥 領 

1 現場 に 到着 し た 隊員 の 数 が 少な い 場 合 で 、 救 護 ・ 現 場 保存 等 に 支 

障 が あ る 時 は 、 近 隣 者 等 の 協力 を 得 て 、 救 急 車 を 要請 し 、 病 院 等 へ 

の 収容 は 、 救 急 隊 員 に ゆだね て 現場 保存 等 に あたる 。 

2 敷 護 に 際 し て は 努め て 現場 を 破壊 ・ 変 更 し な いよ う 注 意 す る 。 
や む を 得 ず 変更 する 場合 は 、 位 置 ・ 状 態 等 を チョ ー ク な ど で し る 

すか 、 ま た は 記録 する 等 確認 し て お く 。 

3 医師 や 、 救 急 隊員 の 救護 活動 を 援助 する と と も に 、 救護 活動 に よ 

る 現場 変更 を 最小 限 に と ど め る よう 協力 を 求め る 。 

4 仮死 状態 の 者 で あっ て も 、 死亡 と 即断 する こと な く 体 に 触れ て ま 

だ あぁ あたたか い 場 合 は 、 直 ち に 救護 措置 を と る 。 


を 目撃 者 等 の 発見 確保 


1 立入 禁止 区 域 の 警戒 中 も 常に 事件 の 目撃 者 等 の 発見 確保 に 努め る 。 





@ 捜査 資料 の 発見 確保 


1 現場 に 立ち 入る 場合 は 、 妖 獣 の 「 入 り 」 また は 「 出 」 と 思わ れる 
箇所 、 足 跡 、 血 こん 等 の 箇所 を さけ 、 現 場 の 破壊 、 変 更 を 防止 する 。 
2 足跡 、 血 こん 等 を 発見 し た 時 は 、 絶 対 に 手 を ふれ る こと な く 、 直 
ち に 報告 する 。 
3 戸 障子 の 開閉 状態 、 物 の 状態 等 を 変更 し な い 。 

すでに 変更 し た 者 、 現 場 に 出入 り し た 者 等 が ある と き は 、 身 元 を 
確認 し て 報告 する 。 
4 降雨 委 、 日 光 の 直射 等 に より 変質 、 減 失 す る お それ が ある 資料 は 、 
すみ や か に 注意 、 カ バー・ に お い の な い 空 箱 ・ 洗 面 器 等 で 保全 する 。 
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ORFRHO RE 


1 警戒 責任 者 は 、 現 場 か ら 無用 な も の を 退去 させ 、 家 族 等 は 事件 に 


関係 の な い 部 屋 ま た は 司令 車 等 に 誘導 し て 確保 する 。 

ロー プ 等 を 活用 し て 、 で きる だ け 広 < く 保存 範 囲 を 定め る 。 
警戒 責任 者 は 、 現 場 の 状況 に 応じ て 、 保 存 範囲 の 広 狭 適否 を 判断 
し て 修正 する な ど 、 現 場 保存 の 適正 を 期す る 。 
4 常用 事件 の 保存 範囲 内 に は 、 機 動 捜査 隊 隊 長 、 鑑 識 課 課長 が 臨場 
する まで の 間 次 の 者 以外 は 立ち 入ら せな いよ うに する 。 

(1) 現場 指揮 者 

(2) 司令 長官 、 次 長 、 保 安 局 長 

(3 ) 機動 捜査 班 班長 


2 
3 


0e 立 和信 禁止 区 域 の 設定 確保 
1 保存 範囲 周辺 の 地域 で 妖獣 の 侵入 、 逃 走 の 経路 、 あ る い は 捜索 が 


必要 と 認め られ る 区 域 は 、 ロ ー プ 等 を 活用 し て 、 で きる だ け 広 く 保 
存 範囲 を 定め る 。 


立入 禁止 区 域内 に は 腕章 を 着け た 機動 捜査 員 の 他 は 立ち 入ら せな 
い 。 


2 


3 報道 関係 者 に は 立入 禁止 区 域内 の 適当 な 箇所 を 仕切 っ て 報道 関係 


者 の 待機 線 を 設け る な ど し て 一 般 人 と 区 別 し 、 接 過 の 適正 を 期す る 。 


@ 報 告 連絡 引継 ざ の 励行 


1 先着 し た 機動 捜査 員 は 、 上 級 者 が 臨場 し た と き 、 取 扱 状況 、 現 場 


出入 者 、 現 場 変更 、 捜 査 資 料 等 に つい て 報告 連絡 、 引 継 を 確実 に 行 
Do 


重要 特異 な 取扱 いま た は 見 聞 事 項 は 、 す みや か に 関係 幹部 に 報告 
する 。 


警戒 具 が 交代 する と き は 、 必 要 な 引継 を 確実 に 行う 。 





2 


3 


@ そ の 他 の 措置 等 


1 資 器 材 の 活用 、 交 通 整 理 員 の 配置 、 通 行 車両 の 邊 回 措置 な ど に よ 


り 、 交 通 の 円 滑 を は か る と と も に 受傷 事故 の 防止 に つと め る 。 
2 死者 に 対し て は 礼 を つく し 、 不 用 意 な 言動 を 慎 し む 。 


9 報道 関係 者 の 立場 を 理解 し 、 誠 意 を も っ て 応接 に あたり 無用 の 紛 
議 を 起こ さ な い よう に する 。 
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画 妖 獣 法 





妖獣 法 (西暦 2020 年 8 月 1 6 日 ) 
(E E 第 197 3) 


最近 改正 西暦 2048 年 9 月 17 日 法律 第 20 号 


第 1 章 総 則 

(この 法律 の 目的 ) 

第 1 条 この 法律 は 、 妖 獣 の 侵攻 か ら 個人 の 権利 と 自由 を 保護 し 、 公 共 
の 客 全 と 秩序 を 維持 する た め 、 対 妖獣 特殊 警察 の 管理 と 運営 を 保障 し 、 
且つ 、 能 率 的 に その 任務 を 遂行 する に 足る 対 妖 獣 特 殊 警 察 の 組織 を 定 
め る こと を 目的 と する 。 

(对 妖 揪 特殊 警察 中 责 务 ) 

第 2 条 対 妖 獣 特殊 警察 は 、 妖 獣 の 侵攻 か ら 個 人 の 生命 、 身 体 及 び 財 産 
の 保護 に 徹し 、 妖 獣 の 駆除 、 鎮 圧 及び 捜査 、 そ の 他 公 共 の 安全 と 秩序 
の 維持 に 当る こと を も っ て その 責務 と する 。 

2 対話 獣 特殊 警察 の 活動 は 、 厳 格 に 前 項 の 責務 に 限ら れる べき も の で 
あっ て 、 そ の 責務 の 遂行 に 当っ て は 、 不 偏 不 党 上 是 つ 公 平 中 正 を 旨 と し 、 
いや し くも 法律 第 2 号 の 保障 する 個人 の 権利 及び 自由 の 和 干渉 に わた る 
等 その 権限 を 溢 用 する こと が あっ て は な ら な い 。 

CRE OS SON) 

FIR この 法律 に より 対 妖 獣 特 殊 警 察 の 職務 を 行う すべ て の 職員 は 、 
法律 を 擁護 し 、 不 偏 不覚 且つ 公平 中 正 に その 職務 を 遂行 する 旨 の 服務 
の 宜 響 を 行う も の と する 。 


第 2 章 対 妖 獣 特殊 警察 

第 1 节 総 Al 

(設置 ) 

BAR ソフ ィ ア ポリ ス 警 穴 内 に 、 対 妖獣 特殊 警察 を 置く 。 

(司令 長官 ) 

BOR 対 妖 獣 特殊 警察 の 長 は 、 対 妖獣 特殊 警察 司令 長官 と し 、 行 政 院 
公安 委員 会 が 自由 平和 評議 会 の 承認 を 得 て 、 任 免 する 。 

2 HEMRARA DORE (以下 「 長 官 」 と いう 。) は 、 行 政 院 公安 
次 員 会 の 管理 に 服 し 、 対 妖獣 特殊 警 穴 の 責務 を 統括 し 、 所 部 の 職員 を 
任免 し 、 及 びそ の 服務 に つい て これ を 統 督 し 、 指 揮 監 督 す る 。 
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ーー デー デー デー 


(権限 ) 
第 6 条 対 妖 獣 特殊 警察 は 、 行 政 院 公安 委員 会 の 下 に 以下 に 掲げ る 事務 
を つか さ ど る 。 
1 対 妖獣 特殊 警察 に 関す る 諸 制 度 の 企画 及び 調査 に 関す る こと 。 
2 対 妖 獣 特殊 警察 に 関す る 予算 に 関す る こと 。 
(Rk) | 
第 7 条 対 妖 獣 特殊 警察 に 、 次 長 1 人 を 置く 。 
2 次 長 は 、 長 官 を 助け 、 責 務 を 整理 し 、 各 部 局 及 び 機 関 の 事務 を 監督 
する 。 
第 2 Hh 内 部 部 局 
(内 部 部 局 ) 
第 8 条 対 妖獣 特殊 警察 に 、 長 官 官 房 及 び 下 記 の 4 局 を 置く 。 
事務 局 
保安 局 
通信 局 
警護 局 
(官房 長 、 局 長 ) 
第 9 条 長官 官房 に 官房 長 を 、 各 局 に 局長 を 置く 。 
2 官房 長 又 は 局長 は 、 命 を 受け 、 長 官 官 房 の 事務 又は 局 務 を 堂 理 す る 。 
(長官 官房 の 所 党 事 務 ) ~ 
第 10 条 長官 官房 に お いて は 、 対 妖獣 特 殊 警 察 の 所 掌 事務 に 関し 、 以 
下 に 掲げ る 事務 を つか さ ど る 。 
1 機密 に 関す る こと 。 
長官 の 官 印 及び 対 妖 獣 特殊 警察 印 の 管 守 に 関す る こと 。 
公文 書類 の 接 受 、 発 送 、 編 集 及 び 保存 に 関す る こと 。 
所 管 行政 に 関す る 企画 、 調 査 及び 法令 案 の 審 査 に 関す る こと 。 
妖獣 統計 を 除く 対 妖 獣 特殊 警察 統計 に 関す る こと 。 
広報 に 関す る こと 。 
予算 、 決 算 及 び 会 計 に 関す る こと 。 
会 計 の 監査 に 関す る こと 。 
対 妖獣 特殊 警察 装備 に 関す る こと 。 
前 各 号 に 掲げ る も の の 外 他 の 局 又は 機関 の 所 堂 に 属し な い 事 務 に 
関す る こと 。 
(事务 局 四 所 掌 事 务 ) 
第 1 1 条 事務 局 に お いて は 、 対 妖獣 特殊 警察 の 所 掌 事 務 に 関し 、 以 下 
に 掲げ る 事務 を つか さ ど る 。 
1 対 妖獣 特 殊 警 府 職 員 の 人 事 及 び 定 員 に 関す る こと 。 
対 妖 獣 特 殊 警 穴 職 員 の 福利 厚生 に 関す る こと 。 
対 妖 獣 特殊 警察 教養 及び 監 窒 に 関す る こと 。 
対 妖 獣 特殊 警察 装備 の 管理 に 関す る こと 。 





oO WON の OO ña W to 


トー 


E 0 DM 
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€ 


(保安 局 の 所 堂 事務 ) 

第 1 2 条 保安 局 に お いて は 、 対 妖獣 特殊 警察 の 所 掌 事 務 に 関し 、 以 下 
に 掲げ る 事務 を つか さ ど る 。 
1 妖獣 鑑識 に 関す る こと 。 

2 妖 戦 統計 に 関す る こと 。 

3 保安 に 関す る こと 。 

(通信 局 の 所 堂 事務 ) 

第 13 条 通信 局 に お いて は 、 対 妖獣 特殊 警察 の 所 堂 事務 に 関し 、 通 信 
に 関す る 事務 を つか さ ど る 。 

(警護 局 の 所 掌 事務 ) 

第 14 条 警護 局 に お いて は 、 対 妖獣 特殊 警察 の 所 掌 事 務 に 関し 、 要 人 
の 身辺 警護 に 関す る 事務 を つか さ ど る 。 

( 課 の 設置 及び 所 学事 務 ) 

第 1 5 条 対 妖 獣 特殊 警察 の 課 ( 室 そ の 他 課 に 準ずる も の を 含む 。) の 
設置 及び 所 癌 事務 の 範囲 は 、 自 由 平 和 評 議会 で 定め る 。 

第 3 Hh 附属 機関 

(科学 研究 所 ) 

第 16 条 自由 平和 評議 会 に 、 科 学研 究 所 (バイ オ ソ ルル ジャー ファク ト 
リー) を 附置 する 。 

2 科学 研究 所 は 、 以 下 に 掲げ る 事務 を つか さ ど る 。 

1 人工 強 化 戦士 (バイ オ ソ ル ジ ャ ー) に つい て の 研究 及び 実験 に 関 
oD ce 

2 科学 捜査 に つい て の 研究 及び 実験 並び に これ ら を 応用 する 鑑定 及 
び 検 査 に 関す る こと 。 

3 科学 研究 所 に 、 所 長 を 置く 。 

4 科学 研究 所 の 位置 及び 内 部 組織 は 、 自 由 平和 評議 会 で 定め る 。 


注釈 ) ソフ ィ ア ボリ ス に は 成文 憲法 が な いた め 、 基 本 的 人 権 は 法律 (法 
律 第 2 号 個人 の 権利 及び 自由 ) に よっ て 保証 され て いる に 過ぎ な い 。 
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MESA 


1) eu 


#EEHHM2021. 06. 25 
血液 型 画 RH+ O 
身長 軒 170. 0 cm 
FEMS 4. 0kg 





A. S. S. P. 最高 責任 者 。 バ イオ ソル ジャ ー の 試用 の 際 に 戦闘 指揮 
を 努め 、 そ の 実績 を 買わ れ て 若く し て 司令 を 任命 され る 。 
類 希 な カリ スマ 性 、 統 率 力 、 組 織 運 用 能力 、 戦 略 眼 、 戦 術 セ ンス を 持つ 。 



























アル ファ 


生年 月 日 時 2027. 01.07 
血液 型 置 RH+ AB 
身長 圏 1 72. Ocm 
体重 国 5 4. 0kg 


初 の 実戦 配備 バイ オ ソ ル ジ ャ ー。 ほとんど 全て の 火器 類 と 乗物 を 使い こ 
な す 隊 員 の リー ダー 格 。 

優れ た 判断 力 、 自 己 抑制 能力 を 持つ 。 

戦闘 指揮 を と る ソル ジャ ー と し て 研究 開発 され 、 そ の 期待 に 充分 応え て 
いる 。 

比較 的 安定 度 も 高い 。 

今 ま で に 倒し た 妖獣 の 数 は 5 0 を 超え る 。 数 多く の 戦い で その 能力 を 遺 
惨 な くく 発揮 し 、A. S. S. P. 設立 に 大 きく 貢献 し た 。 


使用 武器 ノ /TF- 】 ライ フル 








上 eT, 
マリ エ 


生年 月 日 時 2031. 04. 15 
血液 型 画 RH+ A 
身长 图 162. 0cm 
体重 可 4 4. Okg 


汎用 性 の 高い バイオ ソル ジャ ー。 

どの よう な 作戦 に も 欠か せな い 万 能 型 と し て 導入 され る 。 

精神 的 に 虚弱 で ある た め に 、 ノ イロ ー ゼ 状態 に 陥 り 、 し ば し ば 出撃 拒 
を する こと が あっ た 。 

万 能 型 で どん な 作戦 に も 有効 だ が 、 安 定 度 が 低い の が 不安 材料 で ある 。 
訓練 か ら 実 戦 投 入 ま で 、「 ミ サ 」 と 同 ス ケ ジ ュ ー ル で 進ん で 来 た が 、 精 
神 的 な 問題 点 の 克服 は ご く 最 近 で 、 そ れ ま で は むし ろ 「 ミ サ 」 に よっ て 
作ら れ た 実績 に 引っ 張ら れ て 来 た 感 が ある 。 






使用 武器 /DFS-40G サブ マシ ン ガ ン 
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ーーー MARIE 








a 
== de 


| 
Ss 











ニ サ 

人 

AA 

#ERHM2031. 08. 09 
血液 型 画 RH+ 0 
身長 園 166. 0 cm 
体重 還 4 8. 0kg 


反射 神経 、 運 動 能 力 の 優れ た バイ オ ソ ル ジ ャ ー。 

大 口径 小銃 を 使っ て の 接近 戦 を 得意 と する 。 

妖獣 に 対す る 凄まじ い 憎 悪 を 持っ て いる 。 安定 し た 頑強 な 精神 を 有 し 、 
戦士 と し て の 条件 を 備え て いる 。 

最も 安定 度 の 高い バイ オ ソ ル ジ ャ ー。 

訓練 時 の シミ ュ レ ーション で は 、 相 手 は 倒す が 自分 も 傷つく と いう 荒 削 
りな 戦い 方 を し て いた が 、 配 属 後 の 作戦 で は か な り の 活躍 を 見 せ 、 実 戦 
で の 戦闘 能力 の 高 さ を 証明 し て 見 せ た 。 


使用 武器 /K-247F 自動 拳銃 








うう 








RMAF 


ASERHM2030. 1 8 
血液 型 画 RH + 7 
身长 国 165. 0cm 
体重 二 47. Okg 


A. S. S. P. 実戦 部 隊 で 唯一 バイ オ ソ ル ジ ャ ー で は な い 隊 員 。 
高周波 プレ ー ド を 使っ て の 接近 戦 を 得意 と する 。 

鋭い 勘 と 俊敏 な 動き で 、 接 近 戦 に 於 て は バイ オ ソ ル ジ ャ ー に 準ずる 力 を 
持っ て いる 。 

生身 の 人 間 な の で 持久 力 が 問題 視 さ れる 。 

「 陽 炎 街 事件 」 の 被害 者 の 1 人 。 妖獣 に 中 われ か け て いた と ころ を アル 
ファ に 助け られ 、 そ れ が A. S. S. P. 入り の きっ か け と な る 。 
彼女 の 実績 は パイ オ ソ ソルジャー と し て の 「 プ レー ド マ ス ター」 の 製造 計 
画 を 促す 事 に な っ た 。 


使用 武器 / 高 周波 プレ ー ド 
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A 

HEAR AM2032. 11. 06 
血液 型 画 RH+ A 
身長 園 156. 0cm 
体重 一 4 3. 0kg 


アル ファ と 同じ く 指 揮 ユ ニッ ト と し て 製作 され た が 、 経 験 不足 の た め 授 
護 を 主 に 担当 する 。 

高い 機動 力 と 射撃 命中 率 の 高 さ で 相手 を 翻 守 する 戦い を 得意 と する 。 
授 護 ユニ ッ ト と し て の 能力 は 目 を 見 張る も の が ある 。 
安定 度 は そこ そこ 。 

次 期 指揮 ユニ ッ ト と し て の 成長 が 待た れる 。 


使用 武器 MTー216 アサ ルト ライ フル 

















ハル カ 


生年 月 日 較 2029. 07. 17 

血液 型 画 RH+ A 
身长 国 17 1. 0 cm 
体重 軒 57. 0kg 


ショ ッ ト ガ ン を 武器 と し 、 そ の 戦い ぶり は 猛々 し く 、 見 る も の の 士気 を 
触発 する 。 

戦闘 時 に 、 自 己 抑制 が あま り 効 か な く な る の が 欠点 。 

多少 問題 は ある に せよ 、 バ ラン ス の と れ た 戦闘 ユニ ッ ト で ある こと は 疑 
う 余 地 が な い 。 

自己 抑制 が で き 安 定 度 が 高まっ て くれ ば 次 期 指揮 ユニ ッ ト に も な れる 。 
小さ い 作戦 より も 大 き な 作 戦 に 強い と いう 傾向 が ある 。 

現在 の と ころ 、 乱 戦 の 中 で の 遊撃 ユニ ッ ト と し て 、 も っ と も 有用 。 


使用 武器 プ A30 1 L3 ショ ッ ト ガ ン ン ノン 
ER 








HARUKA 
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By 
PILZ 
My 
ACER AM2032. 03. 09 
血液 型 画 RH+ A 
身長 園 151. 0 cm 
体重 詩 4 1. Okg 


潜在 能力 の 高 さ は 認め られ て いる も の の 、 未 だ その 能力 が 開花 し な い 。 
他 の ソル ジャ ー よ り 優 れ て いる の は 機動 力 く らい で ある 。 

先天 的 な 性 格 か 、 意 図 し て か は 不明 だ が 、A. S. S. P. と し て も バ パ 
イオ ソル ジャ ー と し て も 、 自覚 に 欠け た 行動 が 多い 。 

し か し むし ろ そ れ が 高い 安定 度 に つなが っ て いる 様 に 見 られ る 。 
実戦 で の 戦績 は 見 る べき も の が な い 。 


使用 武器 MT-002 拳銃 
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MV-11 


FRAN 
血液 型 画 
SKE 
KE 


使 用 武器 


NONE 











画 妖 獣 に つい て 





妖獣 の 分 類 は その 形状 と 、 性 質 の 二 方 面 で 独自 の 分 類 法 が あり 、 そ の 概 
要 は 次 の 様 な も の に な っ て いる 。 


・ 形 状 に よる 分 類 


A タ イプ = 人 型 

BY4T=KB 

CHATF= HH ( 多 関節 状 の 外 骨格 と 3 対 以上 の 脚 ) 

D タ イプ = 植物 型 (局部 的 に 肥大 増殖 し て いて 植物 の 様 に 見 える ) 


・ 性 質 に よる 分 類 


祖 体 = 人 間 の 女性 か ら 生 まれ た 妖獣 。 祖 体 と 一 時 副 体 を 作り 出す 能力 が 
HS. 戦闘 能力 は 副 体 よ り 劣 る 。 


副 体 = 人 間 の 男性 が 変化 し た も の 。 一体 に より 作ら れ た 妖獣 を 二 次 副 体 
と 言い 、 以 降 二 次 三次 と 次 第 に 妖獣 と し て の 性 質 が 薄れ 、 生 命 力 、 
繁殖 力 が 劣っ て くる 。 祖 体 を 作る 能力 は な い 。 


妖獣 の 繁殖 に は 二 種 類 あ り 、 ど ちら も 人 間 の 身体 を 利用 し て 行わ れる 。 
祖 体 の 場合 、 人 間 の 女性 の 妊娠 の シス テム を 利用 し て 子宮 内 で 成長 し 、 
最後 に は 犠牲 者 の 身体 を 食い 破っ て 出 て くる 。 副 体 の 場合 、 主 に 人 間 の 
男性 の 身体 を 養分 と し て 妖獣 に 再 構成 する 事 で 作ら れる 。 

し た が っ て 妖獣 の 被害 者 は 男性 より も 女性 の 方 が 生存 率 が 高く 、 こ れ は 
バイ オ ソ ル ジ ャ ー が 女性 で ある 事 の 理由 の 一 つ で ある 。 
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am 


@ 妖獣 デー タ 


ここ に 記載 され て いる 妖獣 デー タ は 科学 研究 所 及び 対 妖 獣 特殊 警察 保安 
局 鑑識 課 が ひと 掴み の デー タ か ら 持 て る 技術 力 の 全て を 用 いて 推測 し た 
デー タ で ある 。 そ の ひと 掴み の デー タ の 多く は 数 多く の 名 も な き 兵 士 達 
が 死 と 引き 替え に 得 た も の で ある こと を 忘れ て は な ら な い 。 

デー タ は あく まで も 推測 で ある た め 、 実 際 の 妖獣 と 異な る 場合 も あり う 


る 。 
ド ュ メル 
攻撃 方 法 触手 
防御 方法 NEM 
タイ プ C 





下半身 に 生え て いる 触手 で 移動 と 攻撃 を 


行なう 。 

ヴィ ルポ ボス 
攻撃 方 法 触手 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





無秩序 に 生え て いる よう に 見 える 触手 だ 
が 、 移 動 用 と 攻撃 用 と 2 タイ プ あ る 。 


攻撃 方 法 IN 
防御 方法 外 骨 格 
タイ プ B 





蛇 の よ うな 下半身 と 人 間 の よう な 上 半身 
を 持つ 妖獣 。 


攻撃 方 法 か みつ き 
防御 方法 ARE 
タイ プ C 





下級 妖獣 。 武器 さえ あれ ば 一 般 人 で も 戦 
うこ と が で きる 。 


攻撃 方 法 RAMA 
防御 方 法 外 骨 格 
タイ プ D 





溶解 液 を 飛ば し て 獲物 を 麻痺 させ て 、 鋭 
い 爪 を 持っ た 触手 を 使っ て 獲物 に 自ら の 
子 種 を 植え 付け る 。 


イン フュ ー ド 


攻撃 方 法 体 当 り 
防御 方法 外 骨 格 
タイ プ A 





肩 に 付い て いる スパ イク 状 の 突起 物 で 獲 
物 に 体 当り し て 殺し て し まう パワ ー を 持 


Do 





攻 束 方法 ”触手 
防御 方法 外 骨 格 
タイ プ A 





普段 は 肩 に 隠れ て いる 腕 と 触手 を 使っ て 
攻撃 を する 。 


攻撃 方 法 爪 
防御 方法 ABR 
タイ プ A 





巨大 な 爪 を 使っ て の 攻撃 は A. S. S. 
P. 隊員 も 恐れ る 破壊 力 を 持つ 。 





攻撃 方 法 ME 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





ナマ コ の よう な 妖獣 。 戦闘 力 の 方 も 低い 。 


攻撃 方 法 か みつ き 
Pee 防御 方法 内 骨格 
my 717 D 





ラ ・ ヌ ー ト が パワ ー ア ッ プ し た 感じ の 妖 
獣 。 口 の 回 り に 生え る 触手 で 獲物 を 捕 ま 
えて その まま ガブ プ ブリ 。 








攻撃 方 法 触手 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ A 





人 間 の 死体 に 寄生 する 妖獣 。 死 肉 を 栄養 
分 と する この 妖獣 が 動い て 死体 が ひとり 
で に 動い て いる よう に 見 える 。 


攻撃 方 法 ARMA 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





天井 な ど に は りつ いて 獲物 が 下 を 通っ た 
と き に 浴 解 液 を 浴び せ 、 そ の まま 上 か ら 
BUDD Do 


est 
外 骨格 





KEOGDODKRENYFT ZUAMENR 
べ 物 に な ら な い 程 大 きい 。 
書 の 方 も 静脈 に 直接 刺さ れ ば 即死 。 


フィ ッ ペ ン 


攻撃 方 法 体 当 り 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ C 





APR > RH. OPD ARO TAR 
物 を 動け な くし て し まう 。 
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植物 型 の 妖獣 。 溶解 液 を 吐い て 獲物 を と 
る 。 


攻撃 方 法 体 当り 
防御 方法 ARG 
タイ プ A 





人 間 の 1 0 倍 以 上 の 筋力 を 持つ 妖獣 。 も 
ちろ ん 攻撃 方 法 は その 馬鹿 力 を いか し た 
体 当り 。 


攻撃 方 法 か みつ き 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





その 長い 体 で 獲物 に 巻き つい て 窒息 死 さ 
せ て し まう 。 


攻撃 方 法 溶解 液 
防御 方法 内 骨格 
タイ プ D 





暗く て じめじめ し た 所 に 繁殖 し や すい 妖 
獣 ワ ソー マル と 違い 、 天 井 な ど に 張り 付か 
ず 、 地 面 を は っ て 獲物 の 足元 を 朋 う 。 





< fs 
4 


al 





ジル ファ バス 


攻撃 方 法 爪 
防御 方法 外 骨 格 
タイ プ A 





空中 を 浮遊 する 妖獣 。 
武器 は その 大 き な 爪 と 鋭い 牙 。 





ギグ ス 
触手 攻撃 方 法 体 当 り 
AHH 防御 方 法 内 骨格 
C タイ プ A 
貝 の よう な 形状 の 妖獣 。 全く 生物 の 形 を し て いな い 人 妖獣 。 そ の 外 


観 の 奇妙 さ は 妖獣 の 中 で も 特別 。 





49 





攻撃 方 法 か みつ き 攻撃 方 法 か みつ き 





防御 方法 外 上 骨 格 防御 方 法 HEB 
FAT 0 タイ プ C 

骸骨 か ら 虫 が 生え て いる よう な 妖獣 。 触手 に 足 が 生 えた よう な 妖獣 。 機 動力 は 

抜群 。 

ビ ド リッ ク フォ ン デ ス 
攻撃 方 法 RUM 攻击 方法 ME 
防御 方法 内 骨格 防御 方法 内 骨格 
タイ プ D 317 D 





触手 と 口 を 持っ た 触手 が 無数 に 生え た 妖獣 。 最も 妖獣 らし い 妖 獣 。 奇怪 な 上 半身 と 触 
手 だ け の 下半身 で 構成 され る 。 





う 0 


ダフ ィ ド ゥ ー ル 


攻撃 方 法 ME 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





攻撃 方 法 体 当り 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





生命 の 起源 の よう な 妖獣 。 攻 撃 方 法 は 体 
当り の み 。 


攻撃 方 法 ”触手 
防御 方法 ABR 
タイ プ A 





直立 2 足 歩行 の 妖獣 。 知能 レベ ル が 高い 
と 推測 され る 。 


攻撃 方 法 体 当り 
防御 方法 内 骨格 
FAR C 





通称 、 人 面 虫 。 


eee 


攻撃 方 法 ERA 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ D 





植物 の 化物 の よう な 妖獣 。 食肉 植物 と で 
も 言う の だ ろう か 。 強酸 性 の 溶解 液 で 失 
物 を 溶かし て し まう 。 


攻撃 方 法 ME 
防御 方 法 内 骨格 
AF D 





空中 を 潤 遊 する 妖獣 。 そ の 目 を 見 た も の 
は その 場 か ら 動 け な く な る と 言う が ・・。 


ライ ドレ ックス 


EN A 
金属 製 外 骨格 
B 





MMM. A YI ORAM, Mois 
無く な っ た が それ 以上 に 強力 な 毒ガス を 
吐く 。 








Ry 攻撃 方 法 ME 
a 防御 方 法 内 骨格 


: AG タイ プ D 





触手 の 塊 。 移動 力 は ほとん ど な い 。 





攻坚 方法 ”触手 
防御 方 法 金属 製 外 骨 格 
タイ プ  D 





触手 の 塊 。 ア ー ミ ュ ス ト よ り も 防御 カ ア 
ッ プ し て いる 。 


攻坚 方法 ”触手 
防御 方 法 外 骨 格 
タイ プ A 





植物 人 間 型 妖獣 。 胸 (触手 ) を 器用 に 使 
っ て 攻撃 を する 。 


攻撃 方 法 触手 
防御 方 法 外 骨 格 
タイ プ C 





か た つむ り の 妖獣 版 。 動作 は 本 物 ほ ど 緩 
慢 で は な い 。 


mA A 
内 骨格 





壮 型 妖獣 。 藻 異 的 な 跳 曰 力 と 書 が ス 、 麻 
痺 書 の 流れ る 舌 を 使っ て 獲物 を 攻撃 する 。 
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攻撃 方 法 触手 
防御 方法 内 骨格 
タイ プ C 





昆虫 の 幼虫 の よう な 妖獣 。 外観 と は 裏腹 
に 戦闘 カカ は か な り 高 い 。 


攻撃 方 法 触手 
防御 方 法 内 骨格 
タイ ジ ゲ B 





通称 、 ナ イン テー ル 。 い くつ に も 分 か れ 
た 尾 の よう な 触手 が 九 尾 の 狐 を 想像 させ 
る た め 付 いた 俗称 。 


攻撃 方 法 触手 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ B 





蛇 に 手 と 足 が 生 えた よう な 妖獣 。 戦闘 力 
は 極め て 高い 。 


攻撃 方 法 BAA 
防御 方法 金属 製 外 骨格 
タイ プ A 





舞 数 の 触手 が 生え た 下半身 と 書 ガ ス を 吐 
く 口 を 持つ 上 半身 で 構成 され た 妖獣 。 あ 
ら ゆ る 面 で 普通 の 妖獣 を 上 回 る 。 ERK 
BK, 





攻撃 方 法 体 当り 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ A 





筋力 を 生か し た 攻撃 力 は 他 の 妖獣 の 追随 
を 許さ な い 。 


毒 力 又 
金属 製 外 骨格 
A 





高度 な 知能 と 絶大 な 戦闘 力 を 持っ た 妖獣 。 
厳し い 訓 練 を 受け た A. S. S. 
員 で も 苦戦 は 必至 。 


P. & 








攻撃 方 法 か みつ き 
防御 方 法 金属 製 外 骨 格 
タイ プ B 


高い 防御 力 と 優れ た 跳躍 力 を 持つ 妖獣 。 
その 脚力 を 生か し て の 一 撃 離脱 戦法 を 得 
意 と する 。 


攻撃 方 法 ME 
防御 方 法 外 骨格 
タイ プ D 





全長 10m 以 上 に 達する 大 蛇 の よ うな 妖 
Mo 獲物 の 体 を 締め 付け て 殺し て し まう 。 











攻撃 方 法 体 当り 
防御 方法 AR 
タイ プ A 





肩 か ら 背 中 に か け て の 鎧 と 尻尾 が 特徴 的 
SER. 高い 防御 力 と 攻撃 力 を 合わ せ 持 


Do 


攻撃 方 法 か みつ き 
防御 方法 ABRE 
タイ プ C 





堅い 外 骨 格 を 持っ た 虫 型 の 妖獣 。 極め て 
優れ た 機動 力 を 持つ 。 熱 練 の 兵士 で も こ 
の 妖獣 を 岩 準 に 捕らえ る の は 難し い 。 


イス ラディ オー ル 


攻撃 方 法 IN 
防御 方 法 内 骨格 
タイ プ A 





嬢 喰い の よう な 妖獣 。 後頭 部 に 生え た 触 
手 が 特 徴 的 。 指 に 生え た 大 き な 爪 で 獲物 
を 攻撃 する 。 








シナ リオ ファ イル No.OO 1 
Ny » 
UVP Im 
ソフ ィ ア ポリ ス で 最新 の 設備 を 誇る 病院 。 ベ ッ ド 数 や 医師 の 数 で は 他 の 
病院 に 劣る も の の 、 そ の 質 の 高 さ は 世界 に 類 を 見 な い 。 





シナ リオ ファ イル Ol O0eL 
VAL AR 

rn al 
oe et 
港 。 1 日 に 空港 を 利用 する 人 は 延べ 30000 人 に も 及ぶ 。 旧 世界 (すなわち 、 
我々 の 世界 ) の 空港 を 改造 し て 使用 し て いる 。 \ 





シナ リオ ファ イル NoO.D03 


ガイ アポ リズ 学院 


ポリ ス で 最も 入る の が むず か し いと 言わ れ て いる 進学 校 。 高 校 で は 世界 
の トッ プ 5 に は いる と 言わ れる 名 門 中 の 名 門 。 学校 の 全て が いち いち 気 
に さわ る くら い 高 級 指 向 (て し か も アン ティ ー ク 風 で | 少々 センス が 悪い ) 
で 気品 と 下品 と が 微妙 に 混ぜ 合わ さっ て いる 感じ の 6 ) 学校 。 


E 人 た 、 E — - 7 Zu 
A, Y En FER 2 = pi a 
eu A ea ul En 
_ 感電 ae if la 
SS “HIRE 二 ad re, 0 







r DU UA (UR aid 0 RM 


fer に ig a Y Mer 


“me — 


Ch M i ei” 4 ff ンク 2 E “ 
AT. SSR N AM Ken Y» 
~~ A EN 





国资 料 





妖獣 戦 記 一 A. D. 2048-J] i CR) マガ ジン ・ マ ガ ジ ン 社 の 「BugBug 
」 誌 の 紙面 を お 借り し て 連載 ミニ 小説 風 に 先行 発表 され て いま す 。 

この マニ ュ ア ル 原 稿 を 書い て いる 現在 は 既に 4 カ月 分 が 執筆 され て いま す 。 

ここ に その 一 部 を 掲載 致し ます 。 


@BugBug 誌 8 月 号 

みな み 「 ね え ね え 、 黒 い 娘 出 そ う よ ・・・ な ん か カッ コ い いと 思う けど な あ ・・・。」 

細道 「 う ー ん 、 黒 信 っ て わけ で すか ? 」 

みな み 「 う うぅ 、 い わ ゆ る プラ ッ ク じ ゃ あな いん だ ・・・。 ど ちら か と 言う と ヒス パニ 
ッ ク 系 で バン ダナ し て て さあ ・・・」 

悠 意 「 ヒ スパ ニッ ク 系 っ て 真っ 黒 じ ゃ あな いん だ っ け ? 274 

みな み 「 黒 人 より も ハン グリ ー な 感じ が すん だ よ 」 

細道 「 そ うす か ー! 274 

悠 意 「 あ ん まり 可愛 い 服 着せ られ な い ワ ケッ ? 9?」 


細道 「 そ っ 、 そ ん な あー! ! 」 
みな み 「M16 に グレ ネー ドラ ンチ ャ ーM203 と か 持た せ ち ゃ っ て さあ 」 
o I teh Ge SS Se で | 
A | 


細道 「 今 日 も 泊まり か あ ・・・・」 
「 妖 獣 戦記 -A.D.2048」 プ ロジ ェクト ルー ム 深 夜 02:00 


「A.S.S.P.」 の 結成 か ら 数 ケ月 前 。 
バイ オ ソ ル ジ ャ ー の 1 号 体 で ある アル ファ は その 有用 性 を 実証 する た だ ため に 、「 A.S.S. 
P.」 の 前 身 で ある 「 特 殊 機 動 部 隊 2 1 6 号 処理 班 」 に 試験 配備 され て いた 。 

2 16 号 と は 、 妖 濁 の 引き 起こ し た 事例 を さす ファ イル ナン バー で ある 。 

常用 され て いる 「 人 妖獣 』」 と いう 言葉 の 人 心 に 対す る 配慮 か ら 、 そ れ が その 部 隊 の 正式 名 
称 と な っ て いた 。 

雑 路 と ネオ ン の 谷間 を 止ま る こと な く 砂 の よう に 流れ る 人 々 の 群 。 

繁栄 と 虚栄 、 栄 光 と 破滅 、 誠 実 と 飲 暗 、 あ ら ゆ る 要素 が 混 然 一 体 と し た 街 ・・・。 
コン パー トメ ント の 眼下 に 広がる 夜景 に 、 ア ルフ ァ ャ が 憂鬱 な 視線 を 送っ て も の 思い に ふ 
けっ て いる 時 、 ド アベ ル が それ を か き 消 し た 。 

「 霧 原 斑 長 と 呼ば うか し ら ? そ れ と も 民子 で いい ? | 

「 後 の 方 で お 願い 」 

徹 か な アル コー ル の 香り と 虚ろ な 瞳 は 、 た っ た 二 人 の チー ム の パー トナ ー で ある TBA 
者 」 が 普通 の 状態 で は な いこ と を 物語 っ て いた 。 

「 今 日 は ・・・。 あ の 作戦 の 疾 職 者 の 合同 葛 だ っ た わ ね 。 飲ん で る の ? 」 

「 そ う ね ・・・。 本 隊 の 隊長 に た っ ぷり 嫌味 を 言わ れ て きた わ 。 私 を 部 屋 に 入れ て くれ 
る ? それと も 、 純 粋 培養 の パイ オ ソ ル ジ ャ ー は 、 よ っ ぱら い は 嫌い か し ら ?」] 

皮肉 に し て は きつ すぎ る 言葉 を 、 平 気 で 言い 放っ て し まう 事実 を 見 て も よっ ぱら っ て い 
る こと は 明らか だ っ た 。 

家主 は 突然 現れ た 迷惑 きわ まり な いこ の 訪問 者 を 部 屋 に 入れ 、 ソ ファ に 座ら せ た 。 
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黒い 雨 ・・・・・・・・・・・ 
今日 と 同じ よう な 天気 だ っ た 4 B 前 、 妖 獣 と の 戦い は 凄絶 を 極め 、 = し て それ 以上 に 痛 
烈 な 事実 が 特殊 機動 部 隊 の 前 に 叩き つけ られ た の で ある 。 

その 戦い の 唯一 の 帰還 者 が パ バイオ ソル ジャ ー だ っ た と いう 事実 が ・・・・・・ 3 

「 あ な た が 生き て いて 何より だ わ 。 他 の 隊員 は 無駄 死に ね ・・・」 

その 言葉 は 、 唯 一 の 生存 者 アル ファ の 怒り を 誘う に は 充分 すぎ た 。 

「 本 気 で 言っ て いる の ! ? 私 は あの 場所 に いた の よ ! 妖獣 化 する 前 に 自分 か ら 命 を 絶っ 
た 人 だ っ て いた の よ ! J 

外 に 降る 季節 外れ の 黒い 雨 の よう に 激しく 訴え る アル ファ の 言葉 が 途切れ る と 、 諾 子 は 
静か に 唇 を 動か し た 。 


「 だ か ら よ ・・・。 だから 、 あ な た が 生き 残る こと に 意味 が ある の ・・・」 
顔 を 上 げた 記子 の 類 に 淡い 光 が 走 っ た 。 
(EF + + | 


TU BRL AA VIVO y — ARABE AZ A LEI HI, BHR WIZ Zl DO 

だ わ 」 

「 バ パイ オ ソ ル ジ ャ ー は 兵器 で し か な いっ て わけ 1 ?」 

[EB MORAN AVI y が 冷徹 な 兵器 に な りき っ て いな いこ と よ ! お 願い 

アル ファ ・・・!」 

冷徹 な 兵器 に な りき れ な い 者 は 、 そ の 言葉 の 意味 する と ころ を 正確 に 理解 し て いた 。 

「 感 情 を 捨て ろ っ て わけ ね 7? 彼 ら の 望む 冷徹 な 兵器 に な れ と ・・・」 

「 そ れ が 言い た く て 、 こ こ に 来 た の よ ・・・。 私 は バイ オ ソ ル ジ ャ ー で は な いけ れ ど ・ 
“o お 洒 も これ が 最後 ・・・。 バ パイ オ ソ ル ジ ャ ー と 運命 を 共に する 覚悟 よ 」 

地上 最強 の 戦士 は 立上り 、 運 命 を 共に する と 誓っ た 友 を 見 下ろ し た 。 

[Mo CRF. WRERME! 部 屋 に 戻っ て 報告 書 を タイ プ し て ・・・! 「 バ イオ ソル 

ジャ ー 1 号 体 アル ファ は 、 実 戦 に 於 て 充分 な 性 能 を 示す も の 』 だ と ね ・・・・・・・・ 
・ な っ て あげ る わ よ ! 人間 の 望む も の に ・・・」 


般 原 の 後 の 作戦 で の 数 多く の 報告 書 が 「A.S.S.P.」 発足 の 決め 手 と な り 、 彼 女 は パ 
イオ ソル ジャ ー に 対す る 思慮 を 評価 され 、「A.S.S.P.」] RORESCERANZC 
と に な る 。 


霜 原 中 子 、2 7 才 。 コ ー ド ネー ム は -Queen- 。 
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の BugBug 誌 9 月 号 


細道 「 と っ 、 と っ て お き で す 。 こ れ は ・・・・J」 
みな み 「 な あ に ? J 
悠 意 「 ま た だ あ ・・・・」 


細道 「 ほ ん と で すっ て 、 休 暇 っ 、 休 暇 コ マン ド っ 」 
AMA (WM. EH? J 
悠 意 「 休 暇 っ 、 休暇 っ 、 欲 し ー い っ !」 
2 の が の 0 Fe id xe 」 | 
MiB CCTHS+ + - RREORWVOSMI Be DERMMENZATTIT SA, ARIS 
悠 意 「 い っ 、 1 週間 で いい っ ! !」 
みな み 「 も し か し て それ っ 、 隊 員 と 一 緒 っ て こと ?」 
細道 「 も ちろ ん で す よ 。 どっ 、 どう で す 」 
みな み 「 お れ は 、 ア ルフ ァ だ な 」 
悠 意 「 お れ っ 、 芋 子 ! ! 」 
細道 「 あ あっ 、 ズ ルイ ! ! 」 
[妖獣 戦記 A. D. 2048』」 プ ロジ ェクト ルー ム 、 外 は 二 


上 層 部 は 実戦 配備 可能 な バイ オ ソ ル ジ ャ ー が 未だ アル ファ 1 体 だ け と いう 状況 で A.S. S. 
P. 発足 を 決定 し た 。 

この 現状 を 無視 し た 無謀 と も 思え る 決定 に 対し て A.S.S.P. 長 官 に 任命 され た 霧 原 羽 子 は 
一 刻 も 早い バイ オ ソ ル ジ ャ ー の 配備 を 求め た が 、 そ の 声 は 一 向 に 聞き 入れ られ る 気配 は 
な か っ た 。 

発足 当時 A.S. S.P. は 不 本 意 に も その 任務 で ある 妖獣 処理 の ほとん ど を 他 の 機関 に 委ね る 
よう な 状態 で あっ た 。 

組織 の 骨格 は すでに 確立 され て いた が 、 実 情 は 妖獣 の 処理 が で きる ほど タフ な 組織 に は 
な っ て いな か っ た だ の で ある 。 





殴 沢 の 限り を 尽く し て 建て られ た 邸宅 。 ス テー タス の 証明 で も あり ボディ ガー ド も 兼ね 
る 血統 正しい 優雅 な 動物 達 。 冷 たい 光 を 放ち 周囲 を 威圧 し 不審 な 侵入 者 を 一 掃 す る 防犯 
セキ ュ リ ティ シス テム ・・・・・・ 、 高級 住宅 地 で ある 。 

その 一 角 、A.S.S.P. の 装甲 車 が 鈍い 金属 の 光 を 放ち な が ら 止 まっ て いる 。 


モニ ター を 凝視 し て いた 人 影 が 皿 張 の 糸 が 切れ た よう に 肩 の 力 を 抜き 去り 息 を 漏らし た 。 
「 妖 獣 は 撤退 し た よう ね 」 

A.S.S.P. 長 官 、 霧 原 豚 子 で ある 。 

彼女 が そう 言い 放っ た 後 、 通 信 相 手 の 声 が ノイ ズ に 乗っ て 返っ て きた 。 

「 油 断 は で き な い わ ・・・。 上 の 階 に 行っ て みる 」 

バイ オ ソ ル ジ ャ ー、 ア ルフ ァ で ある 。 

アル ファ は 、 周 囲 の 気配 に 全 神 経 を 集中 させ な が ら 一 歩 一 歩 足元 を 確か め る よう に 階段 
を 上 っ て いっ た 。 
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突然 、 不 快 な 音 が その アル ファ の 聴覚 を 刺激 し 、 そ の つい で に 司令 車 に いる 肥 原 の 耳元 
に も 届い た 。 

「 ア ルフ ァ ! J 

「 わ か っ て る 、 妖 獣 の 声 だ わ ! J 

アル ファ は 超人 的 な 聴力 を も っ て 残響 か ら 妖 骸 の 位置 を 割り だ し て いた 。 

そし て 、 階段 を 上 りき っ た 時 、 目 の 前 を 何 か が 横切っ た 。 

アル ファ の 理知 的 な 鋭い 瞳 は その 僅か な 時 間 で 、A.S.S.P. 隊 標準 装備 の セン サー より 正 
確 に 、 そ の 正体 を 見 抜い た 。 


[妖獣 !C タ イプ ! 外皮 に 損傷 が 見 られ る わ ! + + >] 
「 待 っ て っ 、 も う 一 体 い る ! 」 
「 え っ 1! 1」 


アル ファ は 武器 を 握り 直し な が ら 飛 び 出 す 。 

霧 原 は モニ タ の 発する 涼 い 光 に 包ま れ な が ら 、 そ の 映像 を に わか に 信じ る 気 に は な れ な 
か っ た 。 

何処 に で も いる よう な 普通 の 女の子 が 妖獣 と 戦っ て いる の で ある ! 

妖獣 と の 死闘 の 映像 は 過去 壮 つ も 見 て きた が これ ほど 衝撃 を 受け た 映像 は 始め て だ っ た 。 
それ を 肉眼 で 見 て いる アル ファ の 受け た ショ ッ ク は 霧 原 の それ を 凌 規 し て いた 。 

アル ファ は その 勝間 、 確 実に 目 の 前 の 戦い に 心 を 昔 わ れ て いた 。 

その 時 の アル ファ な ら ば 、 最 も 弱い 部 類 の 妖獣 で も 彼女 の スキ を つい て 倒せ た か も し れ 
な い 。 

気 を 取り 直し た アル ファ は 少女 に 指示 を し た 。 

「 逃 げ な さい ! そ っ ちよ 1! 」 

体 と は 不 釣合い な 長 す ぎる 金属 パイ プ を 構え 、 妖 獣 と 対 時 し て いた 長い 髪 の 少 女 は アル 
Fr ORBeRihe TRRERADIFITW?H. 
PRON-RBAZKOCRRMERRILABAR Dok, 

MBAMAZLIACBELCWAZAC-— FTIR DD DZ. 
KO-RUEHTASNKIEN., IHURNZALSILIEITTEHLK. 

あと 数 セン チ 前 な ら ば 、 少 女 の 手 よ り も 大 きい 恐る べき その 爪 は 、 純 白 の 肌 を 斬り 裂 い 
て いた に 違い な か っ た 。 

LEIDEN EE MO FT, RRA CUTRE EEN 
の パイ プー を 構え 直し た 。 

少し 屈 ん だ と 思っ た 次 の 上 賠 間 、 少 女 は 妖獣 の 懐 に 飛び 込ん で いた だ た 。 ま る で その 間 、 コ マ 
を 切っ て し まっ た よう に ・・・・・・ o 

続い て 、 そ の 踏み 込み 以上 の 速 さ で 鉄 パ イプ を 振る と 、 そ れ は 妖獣 の 人 節 へ と 食い 込ん だ 。 
「 妖 獣 の 動き に つい て いけ る な ん て ・・・。 何者 な の ? あの 娘 ・・・。 し か も 特殊 弾 で 
な けれ ば 傷つけ られ な い 外 皮 を 、 あ ん な 鉄 パ イプ で 破る な ん て ・・・」 

戦い は 激 し さ を 増し な が ら 、 さ ら に 続く 。 

一 進一 退 の 攻防 が 続く 中 、 な ん と 少女 の ほう に 分 が ある よう に も 見 えた 。 

アル ファ は 少女 を 助け よう と 戦い に 割り 込 も うと する が 、 パ イプ が その 進路 を ふさ いで 
いた 。 射撃 で 助け よう に も 標的 と 少女 の 素早 い 動き が それ を 許さ な か っ た 。 

少女 が 戦い を リー ド し 始め た 。 支援 部 隊 は 狙撃 の 機会 を 待っ た 。 
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[Skolt J 
妖 獣 に 致命 的 な 一 思 が 浴び せら れ た 瞬間 の 少女 の 声 に 忠 路 なく 反応 し た の は 引 金 を 絞る 


アル ファ の 指 だ っ た 。 

妖 淡 は 不気味 な 声 を 上 げ る と 気味 の 悪い 体液 を 流し て 、 そ の 場 に 崩れ 落ち た 。 

アル ファ は 少女 の そば に 歩み 寄る 。 | 

「 な ん て 無茶 する の ! 怪我 は な い ? J 

し か し 少女 は 肩 で 大 きく 息 を し て いる だ け で 、 大 き な 外 傷 な ど は 見 あたら な か っ た 。 
「 あ り が と う 、 た すか っ た わ ・・* + J 

アル ファ は ほっ と し た 笑顔 を つく っ た 。 


「 名 前 は ? J 
少女 は 乱れ た 胡 を 手 で 直す と 、 息 を きら せな が ら こ う 言 っ だ た 。 
「・・ 天 ・ 城 ・・・ さ 、 革 ・・ 子 ・・・」 


天城 FF. 、18 才 。 コ ー ド ネー ム は --HEATー。 
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@BugBug 誌 10 月 号 


細道 「 取 扱 注意 で すか ? | 
みな み 「 い や 、 も っ と だ ! 1 
悠 意 「 部 外 秘 だ ぁ ・・・」 
細道 「 マ ル 秘 ・・・・、 極秘 ! ! 」 
みな み 「 そ うだ ね , その ぐら い ほ し いね 」 
悠 意 「 ど ん な コ な の ?」 
みな み 「 顔 が な い ・・・・、 名 前 も な い ・・・、 年 齢 不詳 」 
細道 「 ゲ ッ 、 設定 は どう する ん で す よ 」 
悠 意 「 う うう うう うっ ! 1 
みな み 「 い い の ! ! | 
「 妖 獣 戦記 A.D.2048」 プ ロジ ェクト ルー ム 、 徹 夜 に は 真夏 の 太陽 が きつ い 


天 か ら の 恵み を 斬り 裂き な が ら 、 ひ と すじ の 光 の 帯 が 漆黒 の 夜 を 駆け て いく 。 
目まぐるしく 〈《 変 わる コン ソー ル の 透過 光 の み が 奇 妙 な 組み 合せ の 2 人 の 乗員 を 照ら し て 
いる 。 

「 え らい こと に な っ た な ・・・」 

後部 座席 に 座っ て いる 男 が そう つぶ や いた 。 TI, HK. 

そし て 、 一 上 剛 の 間 を 置い て 後ろ に いる 俺 を 一 臨 す る と 、 病 的 に 着せ て いる その 案内 人 は 
ギョ ロッ と 飛び 出 た 瞳 を 進行 方 向 へ と 戻し た 。 

青白 い 肌 が コン ソー ル の 光 で 余計 に 青白 く 見 える 。 

俺 は お お げ さ に 嘆く よう に さら に 続け た 。 

「・・・、 集 が 尽き た か ら つ っ て ・・・。 民間 人 を 戦闘 隊長 に 抜 握 な ん て ・・・。 俺 は 
学者 な ん だ が な ・・」 

細い 影 が 肩 を 震わせ 笑っ た 。 

「 民 間 人 と 仰 ら れ て も 、 妖 獣 に は お 詳し いん で し ょ 。 講演 の ビデ オ が ポリ ス の すべ て の 
署 に 和 送ら れ て る っ て 聞き まし た よ 」 


以前 は 、 科 学者 (に 限ら ず 学 問 を 研究 し て いる 人 間 ) は 権力 と 結び つく べき で は な いと 
思っ て いた が 、 妖 獣 の 事 が 少し づつ 明らか に な る に つれ 、 俺 の ポリ シー も 次 第 に 変わ っ 
て いっ た 。 

ポリ シー と 供 に 土 の 中 に 埋もれ て いく な ん て いう の は 俺 の 趣味 に 合わ な い 。 

積極 的 に 権力 と 結び 付く こと に より 、 自 分 の 能力 を 最大 限 に 活か し 、 少 し で も 妖獣 処理 
に 貢献 し た いと 思っ た の が その 理由 だ 。 

守り の 理論 か ら 攻 め の 理 論 に 転じ た っ て わけ 。 (妖獣 に 触れ る 機会 も 増え る し 、 妖 獣 を 
観察 研究 する に は 最も 適し た 職業 で ある と 言え る か も 知れ な い 。) 


し っ か し 、 警 官 相手 に 妖獣 対策 の セミ ナー を や ら さ れ た り し て いる うち に 、 今 度 は 新設 


する 部 隊 に 専門 的 知識 を 活か す 戦 闘 隊 長 と し て 着任 し て くれ と 頼ま れ た 時 は 驚い た 。 
(本 当 に 専門 知識 を 活か す な ら A.S.S.P. よ り フ ァ ク トリ ー に 配属 され る べき な の だ が ・ 
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・・) 始め に それ を 聞か され た と き は 、 妖 獣 に よる 被害 が そこ まで 来 て いる の か と 思っ 
7 だ 8 


「 も と も と は 心理 学者 な ん だ が ね 」 

少し 怒 気 の 混じっ た 声 で 言い 返し た が 、 そ れ は あっ さり と か わ さ れ て し まっ た 。 

「 軍 の 方 か ら 人 を 入れ た り も し て いる ん で す が 、 テ スト ケー ス と し て 新設 する 部 隊 ま で 
手 が ま わら な いん で し ょ う 」 


俺 は 鼻 を 鳴ら し た 。 

それ は 、 條 が 赴任 する 新設 部 隊 ・・・。 「『A.S.S.P.」 を 上 層 部 が 軽 ん じ て い る 証拠 だ 。 
大 体 、 銃 も 握っ た こと の な いこ の 人 を 戦闘 隊長 に 抜 所 す る こと か ら も それ は 容易 に 想像 
で きる 。 

ある い は 、 む し ろ 、「A.S.S.P.」 の 設立 が 失敗 に 終わ っ た 方 が いい と で も 考え て いる の 
か も 知れ な い 。 

いや 、 そ れ 以 上 に 、 上 層 部 の 連中 の 頭 ん 中 は 妖獣 に 侵さ れ て カラ ッ ポ に な っ て し まっ た 
の か も 知れ な い 。 ど の みち 正常 な 判断 で な いこ と は 明らか だ 。 


「 見 えて きま し た よ 。 「A.S.S.P. 」 です 」 

その 言葉 は 俺 の 耳 に は 入ら な か っ た 。 言葉 より も 早く 信じ 難い 景色 が 目 に 入っ て いた 。 
目 の 前 に 圧倒 的 な 質量 で 迫る ソフ ィ ア ポリ ス の 象徴 、 人 類 最 後 の 英 逢 を か け て 造ら れ た 
『A.S.S.P.」 ビル が 雲 に 突き 刺さ る よう な 勢い で 建っ て いた 。 

そし て 、 こ の 建物 の 奥 に は 人 類 最 期 の 希望 「 バ イオ ソル ジャ ー」 が いる の だ 。 

常人 離れ し た 肉体 と 精神 を 有 し 、 ど ん な 苦境 に 立た され て も 決し て 諦め な い 、 神 が 死 せ 
る 世界 に 遣わ し た スー パー レデ ィ 達 で ある 。 


我 を 忘れ た 俺 に 気づか ず に その 案内 人 は 車 を と ば し た まま 、 話 し を 続け る 。 

「 正 式 な メン バー は 今 の と ころ 隊員 7 人 。 も う 1 人 ・・・、 あ な た と 同時 に ファ クト リ 
ー か ら 試 験 的 に 配属 され る 事 に な っ て いま す 。 独立 し た 部 隊 と し て は な ん と か な る は ず 
TIL それ と 含ま で の 隊長 は あな た が 着任 し て 司令 長官 に 昇格 で す 。 全員 女性 で すか 
ら ね 。 ハー レム で す よ 。・・・、 っ と 不 護 情 で し た ・・・」 


俺 は 車 の ドア を こじ 開け て 飛び 降り た く な っ た 。 

し か し 、 隊 員 8 人 で 本 当 に 大 丈夫 な の だ ろう か ? 同 時 に 一 斉 に 何 ヶ 所 も の 施設 が 肛 わ れ 
た ら ど うす る つも りな ん だ ろう か 。 そ れ と も 、 妖 獣 に は そん な 知性 は な いと 判断 し て い 
る の だ ろう か ? 

どう や ら 上 層 部 は 本 当 に 気 が 種 っ て し まっ て る よう だ 、 條 に 本 格 的 に 戦闘 隊長 を や ら せ 
よう っ て つも りら し い 。 組織 が 固まる まで の 中 継ぎ だ と 聞か され て いた の だ が 、 ど う や 
ら 一 杯 喰わ され た よう だ 。 

「 か ん べべ ん し て くれ よ ・・・。 俺 は 女 の 扱い は 苦手 な ん だ ・・・」 
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車 は ゆっ くり と 「A.S.S.P.」 ビ ル 正 面 エ ント ラン ス へ と 滑り 込ん だ 。 

機能 美 を 追及 し た 建物 は 不気味 な まで に この 二 人 の 侵入 者 を 快く 迎え た よう だ 。 

そし て 、 所 々 に 巧妙 に 隠さ れ た 監視 カメ ラ 等 の 防犯 装置 が ここ が 重要 な 場所 で ある と い 
うこ と を 無言 の うち に 語っ て いる 。 

関係 者 以外 立入 禁止 の 通路 を 無造作 に 進ん で 行く と 数 人 の 大 男 に 警護 され 、 神 妙 な 面 持 
で 通路 の 真中 を 真っ 直ぐ 進ん で くる 少女 に で くわ し た 。 


と っ さ に 人 道 を 空け た 條 に 視線 を 向け る わけ で も な くそ の 集団 は 黙々 と 歩い て 行っ た 。 

「 何 者 だ ろう ? J 

サポ ー タ ー の 女の子 な ら ば 、 あ ん な ご っ つい 男 供 が 彼女 を 守る よう に し て 、 フ ォ ー メ ー 
ショ ン を 組ん で いる 訳 が な い 。 


妙 に 気 に な っ た 俺 は 通路 の 案内 版 を 頼り に 資料 室 を 探し て みる こと に し た 。 

そし て 、 案 内 版 に 従い 、 俺 は 右 に 曲がら ね ば ら な い は ず の 十字 路 で 直進 し て 、 資 料 室 に 
向かっ た 。 

長官 の 下 に 出頭 する 前 に どう し て も あの 少女 の デー タ が 欲し か っ た 。 

後 で 考え て みる と 部 外 者 が 到着 第 一 日 目 で 資料 室 な ど 入 れる は ず も な か っ た の だ が ・ 
そし て 、 数 日 後 人 事 フ ァイル を 見 る 機会 に 恵まれ た 俺 は と うと う あ の 少女 の ペー ジ を 捜 
し 出す こと が で き な か っ た 。 

只 一 つ 気 に か か る ファ イル を みつ けた だ け だ っ た だ た 。 そ の ファ イル に は デー タ は 記入 され 
て な く 、 朱 の スタ ンプ で た だ ・・・・・・。 


[TOP SECRET] と あっ た 。 


氏名 、 年 齢 共に 不明 。 ゴー ド ネ ー ム は -MYV - 1 1 To 
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